
使用料及び手数料使用料及び手数料
４億6,190万円

(2.4%)(2.4%)

その他その他
4343億5,630万円億5,630万円

(22.3%)(22.3%)
町債 ( 借金 )町債 ( 借金 )

14億64万円
(7.2%)(7.2%)

衛生費
健康づくりや医療の

充実、ごみ処理など

19億8,818万円
(10.4%)

土木費
道路・河川の整備、

住宅対策など

17億5,087万円
(9.2%)

教育費教育費
学校教育の充実、

生涯学習の推進など

13億5,404万円
(7.1%)

農林水産業費農林水産業費
農業・林業・漁業の活

性化や後継者対策など

９億8,187万円
(5.1%)

商工費商工費
地域経済の活性化や

観光振興など

３億8,659万円
(1.9%)

議会費議会費　議会運営

9,073万円 (0.5%)

労働費
雇用の拡大など

1,425万円 (0.1%)

その他その他
12億7,328万円
(6.7%)

歳入歳入歳出歳出
195195億億

　281　281万円万円

７ shinhidaka 2024‐３shinhidaka 2024‐３ ６2024‐３ shinhidaka 2024‐３ shinhidaka 　　

令和４年度 各会計令和４年度 各会計

決算決算報告報告
町民の皆さまから納めていただいた大切な税金が、 どのよう町民の皆さまから納めていただいた大切な税金が、 どのようなな

目的に使われたのか。 その状況についてお知らせします。目的に使われたのか。 その状況についてお知らせします。

【問合せ】　静内庁舎総務課 【問合せ】　静内庁舎総務課 ☎☎ 49‐0259（直通）49‐0259（直通）

令和４年度 各会計 決算報告

消防費消防費
消防体制の充実や

防災・減災対策など

６億8,715 万円
(3.6%)

災害復旧費災害復旧費
災害による被害復旧

３億 7,939 万円
(2.0%)

191191億億

1,2391,239万円万円

➊➊一般会計一般会計

歳入は、一般会計で195億281万円とな

り、前年度に比べ３億1,506万円増加しまし

た。地方交付税や諸収入、地方債などが減

少する一方で、国庫支出金や繰入金、繰越

金などの増加により、全体として増額となっ

ています。なお、都市計画税の6,489万円

は、都市計画区域の整備に活用しています。

令和３年度と比べて約1.6％増加

歳出は、一般会計で191億1,239万円となり、前年

度に比べ８億637万円増加しました。防災行政無線デジ

タル化整備事業や子育て世帯への臨時特別給付金事業

などが減少する一方で、高度無線環境整備推進事業や

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金支給事

業などの増加により、全体として増額となっています。

令和３年度と比べて約4.4％増加

当年度純利益は、 歳入と歳出の

差し引き額ではなく、 当該年度

の最終的な儲けを表しています。

【用語説明】

 繰入金とは、一般会計と特別会

計の間などで、一方の会計の収

支不足を補てんするために他方

の会計から現金の移動を行うこ

とです。

特別会計とは、特定の事業を特

定の収入で賄う会計です。収支

を明確にするため、一般会計と

は経理を別にしています。

企業会計とは、民間企業と同様

に、事業の収益によって運営し

ている会計です。地方公共団体

が経営する企業を「地方公営企

業」といいます。

【企業会計のメリット】

①�経営・資産などの正確な把握

による経営管理の向上

毅�計画的な経営基盤の強化、財

政マネジメントの向上

毅�適切な料金算定

毅�議会や住民のガバナンス向上

②�弾力的な経営

毅�住民ニーズへの迅速な対応

　水道事業の経営状況は安定していますが、下水道事業で２億 5,000 万円、

病院事業で１億 5,000 万円もの累積赤字に対する補てんを行いました。病院

事業では、赤字補てんを行ったにも関わらず、９億 1,000 万円以上の資金

不足が生じており、今後も厳しい経営状況が予測されます。公立病院とし

て地域の医療体制を維持するため、採算の取れない診療科目についても開

設しており、厳しい経営に影響しています。

※令和３年度の水道事業への繰入金については、 簡易水道事業への繰入金を含んでいません。

➋➋特別会計特別会計

　一般会計から合計３億円を超える金額を繰り入れしていますが、令和４　一般会計から合計３億円を超える金額を繰り入れしていますが、令和４

年度の単年度では赤字が生じています。今後も年度の単年度では赤字が生じています。今後も厳しい経営状況が見込まれ

ることから、収支の均衡を図り、安定した財政運営に努めていきます。収支の均衡を図り、安定した財政運営に努めていきます。

簡易水道事業および下水道事業は、令和４年４月１日より、特別会計か簡易水道事業および下水道事業は、令和４年４月１日より、特別会計か

ら企業会計へ移行しました。これに伴い、簡易水道事業は水道事業会計ら企業会計へ移行しました。これに伴い、簡易水道事業は水道事業会計

に統合しています。に統合しています。

 歳入30億887万円の

うち、 ３億2,264万円

は一般会計から繰り入

れしています。

 詳しい決算状況は、

町公式ホームページ

に掲載しています。

一般会計からの繰入金

会計名 令和３年度 令和４年度

国民健康保険 ２億2,742万円 ２億2,495万円

後期高齢者医療 9,570万円 9,769万円

合　計 ３億2,312万円 ３億2,264万円

会計名 歳　入 歳　出 収支額

国民健康保険 26億5,200万円 26億4,705万円 495万円

後期高齢者医療 ３億5,687万円 ３億5,570万円 117万円

合　計 30億887万円 30億275万円 612万円

決算額　

➌➌企業会計企業会計 　病院事業 ９億1,851万円の資金不足　病院事業 ９億1,851万円の資金不足

会計名 歳　入 歳　出 当年度純利益

水道事業 ９億1,823万円 10億2,145万円 4,509万円

下水道事業 14億8,907万円 17億1,866万円 ３億6,841万円

病院事業 20億3,553万円 21億5,650万円 ▲507万円

合　計 44億4,283万円 48億9,661万円 ４億843万円

決算額　

会計名 令和３年度 令和４年度

水道事業 1,853万円 6,473万円

下水道事業 ６億8,005万円 ６億392万円

病院事業 ７億3,981万円 ７億1,421万円

一般会計からの繰入金

会計名 余剰金・不足金

水道事業 ７億6,069万円

下水道事業 2,376万円

病院事業 ▲９億1,851万円

余剰資金・資金不足


